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二
千
十
九
年
の
国
際
労
働
機
関
第
百
八
回
総
会
に
お
い
て
採
択
さ
れ
た
勧
告
に
関
す
る
報
告
書

二
千
十
九
年
六
月
十
日
か
ら
同
年
六
月
二
十
一
日
ま
で
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
に
お
い
て
我
が
国
の
代
表
の
参
加
の
下
に
開
催
さ
れ
た

国
際
労
働
機
関
第
百
八
回
総
会
は
、
「
仕
事
の
世
界
に
お
け
る
暴
力
及
び
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
撤
廃
に
関
す
る
勧
告
（
第
二
百
六

号
）
」
（
別
冊
仮
訳
文
添
付
）
を
採
択
し
た
。
よ
っ
て
、
国
際
労
働
機
関
憲
章
第
十
九
条
６
の
規
定
に
基
づ
き
、
こ
の
報
告
書

を
提
出
す
る
。

こ
の
勧
告
は
、
「
仕
事
の
世
界
に
お
け
る
暴
力
及
び
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
撤
廃
に
関
す
る
条
約
（
第
百
九
十
号
）
」
を
補
足
す

る
た
め
に
採
択
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
て
、
同
条
約
に
規
定
す
る
事
項
に
関
連
す
る
細
目
的
な
事
項
等
に
つ
い
て
規
定
し
た
も
の

で
あ
る
。

こ
の
勧
告
の
趣
旨
と
す
る
と
こ
ろ
は
お
お
む
ね
妥
当
で
あ
り
、
我
が
国
に
お
い
て
も
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
防
止
対
策
を
強
化
す

る
法
改
正
を
行
う
こ
と
な
ど
を
通
じ
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
な
い
職
場
づ
く
り
に
向
け
た
積
極
的
な
取
組
を
推
進
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
あ
り
、
暴
力
及
び
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
な
い
仕
事
の
世
界
の
実
現
に
向
け
て
今
後
も
尽
力
し
て
い
く
が
、
こ
の
勧
告
の
内
容
に

つ
い
て
は
、
国
内
法
制
と
の
整
合
性
の
観
点
か
ら
な
お
検
討
が
必
要
で
あ
り
、
我
が
国
の
法
制
や
実
情
を
考
慮
し
、
引
き
続
き
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検
討
を
加
え
る
こ
と
と
し
た
い
。



令
和
二
年
六
月

二
千
十
九
年
の
国
際
労
働
機
関
第
百
八
回
総
会
に
お
い
て

採
択
さ
れ
た
勧
告
（
仮
訳
文
）
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仕
事
の
世
界
に
お
け
る
暴
力
及
び
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
撤
廃
に
関
す
る
勧
告
（
第
二
百
六
号
）

国
際
労
働
機
関
の
総
会
は
、

理
事
会
に
よ
り
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
に
招
集
さ
れ
て
、
二
千
十
九
年
六
月
十
日
に
そ
の
第
百
八
回
（
百
周
年
）
会
期
と
し
て
会
合

し
、二

千
十
九
年
の
暴
力
及
び
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
条
約
を
採
択
し
、

会
期
の
議
事
日
程
の
第
五
議
題
で
あ
る
仕
事
の
世
界
に
お
け
る
暴
力
及
び
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
に
関
す
る
提
案
の
採
択
を
決
定

し
、そ

の
提
案
が
二
千
十
九
年
の
暴
力
及
び
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
条
約
を
補
足
す
る
勧
告
の
形
式
を
と
る
べ
き
で
あ
る
こ
と
を
決
定
し

て
、次

の
勧
告
（
引
用
に
際
し
て
は
、
二
千
十
九
年
の
暴
力
及
び
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
勧
告
と
称
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
）
を
二
千
十

九
年
六
月
二
十
一
日
に
採
択
す
る
。

１

こ
の
勧
告
は
、
二
千
十
九
年
の
暴
力
及
び
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
条
約
（
以
下
「
条
約
」
と
い
う
。
）
を
補
足
す
る
も
の
で
あ
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り
、
条
約
と
の
関
連
に
お
い
て
考
慮
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。

Ⅰ

中
核
と
な
る
原
則

２

加
盟
国
は
、
条
約
第
四
条
２
に
規
定
す
る
包
摂
的
な
、
統
合
さ
れ
た
、
及
び
ジ
ェ
ン
ダ
ー
に
配
慮
し
た
取
組
方
法
を
採
用

し
、
及
び
実
施
す
る
に
当
た
り
、
適
当
な
場
合
に
は
、
労
働
及
び
雇
用
、
職
業
上
の
安
全
及
び
健
康
並
び
に
平
等
及
び
無
差

別
に
関
す
る
法
令
並
び
に
刑
法
に
お
い
て
、
仕
事
の
世
界
に
お
け
る
暴
力
及
び
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
に
対
処
す
べ
き
で
あ
る
。

３

加
盟
国
は
、
全
て
の
労
働
者
及
び
使
用
者
（
暴
力
及
び
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
に
一
層
さ
ら
さ
れ
る
分
野
、
職
業
及
び
就
業
形
態

の
者
を
含
む
。
）
が
千
九
百
四
十
八
年
の
結
社
の
自
由
及
び
団
結
権
保
護
条
約
（
第
八
十
七
号
）
及
び
千
九
百
四
十
九
年
の

団
結
権
及
び
団
体
交
渉
権
条
約
（
第
九
十
八
号
）
に
適
合
す
る
よ
う
に
、
結
社
の
自
由
及
び
団
体
交
渉
権
の
実
効
的
な
承
認

を
完
全
に
享
有
す
る
こ
と
を
確
保
す
べ
き
で
あ
る
。

４

加
盟
国
は
、
次
の
こ
と
を
行
う
た
め
の
適
当
な
措
置
を
と
る
べ
き
で
あ
る
。

暴
力
及
び
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
を
防
止
し
、
及
び
対
処
す
る
手
段
と
し
て
、
並
び
に
可
能
な
限
り
仕
事
の
世
界
に
お
け
る
家

(a)
庭
内
暴
力
の
影
響
を
緩
和
す
る
手
段
と
し
て
、
団
体
交
渉
権
の
実
効
的
な
承
認
を
全
て
の
段
階
に
お
い
て
促
進
す
る
こ

と
。
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労
働
協
約
の
交
渉
過
程
及
び
内
容
に
つ
い
て
の
関
連
す
る
傾
向
及
び
良
い
事
例
に
関
す
る
情
報
の
収
集
及
び
普
及
を
通

(b)
じ
て
、
そ
の
よ
う
な
団
体
交
渉
を
支
援
す
る
こ
と
。

５

加
盟
国
は
、
国
内
の
法
令
及
び
政
策
に
お
け
る
暴
力
及
び
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
に
関
す
る
規
定
が
平
等
及
び
無
差
別
に
関
す
る

国
際
労
働
機
関
の
文
書
（
千
九
百
五
十
一
年
の
同
一
報
酬
条
約
（
第
百
号
）
及
び
千
九
百
五
十
一
年
の
同
一
報
酬
勧
告
（
第

九
十
号
）
、
千
九
百
五
十
八
年
の
差
別
待
遇
（
雇
用
及
び
職
業
）
条
約
（
第
百
十
一
号
）
及
び
千
九
百
五
十
八
年
の
差
別
待

遇
（
雇
用
及
び
職
業
）
勧
告
（
第
百
十
一
号
）
そ
の
他
の
関
連
文
書
を
含
む
。
）
を
考
慮
す
る
こ
と
を
確
保
す
べ
き
で
あ

る
。

Ⅱ

防
止
及
び
保
護

６

国
内
の
法
令
及
び
政
策
に
お
け
る
暴
力
及
び
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
に
関
す
る
職
業
上
の
安
全
及
び
健
康
の
規
定
は
、
千
九
百
八

十
一
年
の
職
業
上
の
安
全
及
び
健
康
条
約
（
第
百
五
十
五
号
）
及
び
二
千
六
年
の
職
業
上
の
安
全
及
び
健
康
促
進
枠
組
条
約

（
第
百
八
十
七
号
）
等
の
職
業
上
の
安
全
及
び
健
康
に
関
す
る
国
際
労
働
機
関
の
関
連
す
る
文
書
を
考
慮
す
べ
き
で
あ
る
。

７

加
盟
国
は
、
適
当
な
場
合
に
は
、
労
働
者
及
び
そ
の
代
表
者
が
、
条
約
第
九
条

に
規
定
す
る
職
場
に
お
け
る
方
針
の
策

(a)

定
、
実
施
及
び
監
視
に
参
加
す
べ
き
で
あ
る
こ
と
を
法
令
に
明
記
す
べ
き
で
あ
る
。
ま
た
、
そ
の
方
針
は
、
次
の
要
件
を
満
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た
す
べ
き
で
あ
る
。

暴
力
及
び
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
が
許
容
さ
れ
な
い
こ
と
を
明
記
す
る
こ
と
。

(a)

暴
力
及
び
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
防
止
の
た
め
の
計
画
で
あ
っ
て
、
適
当
な
場
合
に
は
測
定
可
能
な
目
標
を
伴
う
も
の
を
作

(b)
成
す
る
こ
と
。

労
働
者
及
び
使
用
者
の
権
利
及
び
責
任
を
明
記
す
る
こ
と
。

(c)

申
立
て
及
び
調
査
の
手
続
に
関
す
る
情
報
を
含
め
る
こ
と
。

(d)

暴
力
及
び
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
事
象
に
関
連
す
る
内
部
の
及
び
外
部
か
ら
の
全
て
の
通
報
は
、
適
切
な
考
慮
が
払
わ
れ
、

(e)
適
当
な
場
合
に
は
処
理
さ
れ
る
こ
と
を
定
め
る
こ
と
。

条
約
第
十
条

に
規
定
す
る
個
人
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
及
び
秘
密
性
に
係
る
権
利
に
つ
い
て
は
、
全
て
の
有
害
性
に
つ
い

(f)

(c)

て
の
労
働
者
の
知
る
権
利
と
の
均
衡
を
保
ち
つ
つ
、
明
記
す
る
こ
と
。

申
立
て
を
行
っ
た
者
、
被
害
者
、
証
人
及
び
内
部
告
発
者
を
迫
害
又
は
報
復
か
ら
保
護
す
る
た
め
の
措
置
を
含
め
る
こ

(g)
と
。

８

条
約
第
九
条

に
規
定
す
る
職
場
の
危
険
性
評
価
に
つ
い
て
は
、
暴
力
及
び
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
可
能
性
を
高
め
る
要
因

(c)
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（
心
理
社
会
的
な
有
害
性
及
び
危
険
性
を
含
む
。
）
を
考
慮
す
べ
き
で
あ
る
。
次
に
掲
げ
る
有
害
性
及
び
危
険
性
に
つ
い
て

は
、
特
別
の
注
意
が
払
わ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。

適
当
な
場
合
に
は
、
労
働
条
件
及
び
就
業
形
態
、
業
務
編
成
並
び
に
人
的
資
源
の
管
理
か
ら
生
ず
る
も
の

(a)

依
頼
者
、
顧
客
、
サ
ー
ビ
ス
提
供
者
、
利
用
者
、
患
者
、
公
衆
等
の
第
三
者
が
関
与
す
る
も
の

(b)

差
別
、
力
関
係
の
濫
用
並
び
に
ジ
ェ
ン
ダ
ー
、
文
化
及
び
社
会
の
規
範
で
あ
っ
て
暴
力
及
び
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
を
助
長
す

(c)
る
も
の
か
ら
生
ず
る
も
の

９

加
盟
国
は
、
夜
間
の
労
働
、
孤
立
し
た
仕
事
、
保
健
、
接
客
、
社
会
的
サ
ー
ビ
ス
、
緊
急
事
態
に
係
る
サ
ー
ビ
ス
、
家
事

労
働
、
運
送
、
教
育
、
娯
楽
等
の
暴
力
及
び
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
に
さ
ら
さ
れ
る
お
そ
れ
の
大
き
い
分
野
又
は
職
業
及
び
就
業
形

態
に
つ
い
て
適
当
な
措
置
を
と
る
べ
き
で
あ
る
。

加
盟
国
は
、
移
民
労
働
者
（
特
に
女
性
の
移
民
労
働
者
）
を
仕
事
の
世
界
に
お
け
る
暴
力
及
び
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
か
ら
保
護

10
す
る
た
め
、
移
住
状
況
に
か
か
わ
ら
ず
、
適
当
な
場
合
に
は
出
身
国
、
通
過
国
及
び
目
的
地
で
あ
る
国
に
お
い
て
、
立
法
上

の
措
置
そ
の
他
の
措
置
を
と
る
べ
き
で
あ
る
。

加
盟
国
は
、
非
公
式
の
経
済
か
ら
公
式
の
経
済
へ
の
移
行
を
促
進
す
る
に
当
た
り
、
非
公
式
の
経
済
に
お
け
る
暴
力
及
び

11
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ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
を
防
止
し
、
及
び
こ
れ
ら
に
対
処
す
る
た
め
、
非
公
式
の
経
済
に
お
け
る
労
働
者
及
び
使
用
者
並
び
に
使
用

者
団
体
及
び
労
働
者
団
体
に
対
し
、
資
源
及
び
支
援
を
提
供
す
べ
き
で
あ
る
。

加
盟
国
は
、
暴
力
及
び
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
を
防
止
す
る
た
め
の
措
置
に
よ
り
、
女
性
及
び
条
約
第
六
条
に
規
定
す
る
集
団
が

12
特
定
の
職
務
、
分
野
若
し
く
は
職
業
に
参
加
す
る
こ
と
を
制
限
さ
れ
、
又
は
そ
れ
ら
か
ら
除
外
さ
れ
る
結
果
と
な
ら
な
い
こ

と
を
確
保
す
べ
き
で
あ
る
。

被
害
を
受
け
や
す
い
集
団
又
は
被
害
を
受
け
や
す
い
状
況
に
あ
る
集
団
に
関
す
る
条
約
第
六
条
の
規
定
は
、
適
用
可
能
な

13
国
際
労
働
基
準
及
び
人
権
に
関
す
る
国
際
文
書
に
基
づ
い
て
解
釈
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。

Ⅲ

執
行
、
救
済
措
置
及
び
支
援

条
約
第
十
条

に
規
定
す
る
救
済
措
置
に
は
、
次
の
事
項
を
含
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

14

(b)

補
償
を
受
け
て
辞
職
す
る
権
利

(a)

復
職

(b)

損
害
に
対
す
る
適
当
な
補
償

(c)

特
定
の
行
動
が
停
止
さ
れ
る
こ
と
又
は
方
針
若
し
く
は
慣
行
が
変
更
さ
れ
る
こ
と
を
確
保
す
る
た
め
に
と
る
べ
き
即
時

(d)
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の
措
置
を
要
求
す
る
命
令

国
内
法
令
及
び
国
内
慣
行
に
基
づ
く
訴
訟
の
手
数
料
及
び
費
用

(e)
仕
事
の
世
界
に
お
け
る
暴
力
及
び
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
被
害
者
は
、
心
理
社
会
的
、
身
体
的
そ
の
他
の
負
傷
又
は
疾
病
で
あ

15
っ
て
労
働
不
能
を
生
じ
さ
せ
る
も
の
の
場
合
の
補
償
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
べ
き
で
あ
る
。

条
約
第
十
条

に
規
定
す
る
ジ
ェ
ン
ダ
ー
に
基
づ
く
暴
力
及
び
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
に
係
る
申
立
て
及
び
紛
争
解
決
の
た
め
の

16

(e)

制
度
に
は
、
次
の
よ
う
な
措
置
を
含
め
る
べ
き
で
あ
る
。

ジ
ェ
ン
ダ
ー
に
基
づ
く
暴
力
及
び
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
が
行
わ
れ
た
場
合
に
お
け
る
専
門
知
識
を
有
す
る
裁
判
所

(a)

適
時
の
か
つ
効
果
的
な
処
理

(b)

申
立
て
を
行
っ
た
者
及
び
被
害
者
の
た
め
の
法
的
な
助
言
及
び
支
援

(c)

国
内
で
広
く
話
さ
れ
て
い
る
言
語
に
よ
り
、
入
手
可
能
で
あ
り
、
か
つ
、
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
手
引
書
そ
の
他
の

(d)
情
報
源

適
当
な
場
合
に
は
、
刑
事
手
続
以
外
の
手
続
に
お
け
る
立
証
責
任
の
転
換

(e)
条
約
第
十
条

に
規
定
す
る
ジ
ェ
ン
ダ
ー
に
基
づ
く
暴
力
及
び
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
被
害
者
の
た
め
の
支
援
、
サ
ー
ビ
ス
及

17

(e)
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び
救
済
措
置
に
は
、
次
の
よ
う
な
事
項
を
含
め
る
べ
き
で
あ
る
。

被
害
者
が
労
働
市
場
に
再
び
参
入
す
る
こ
と
へ
の
支
援

(a)

適
当
な
場
合
に
は
、
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
方
法
に
よ
る
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
及
び
情
報
提
供

(b)

二
十
四
時
間
利
用
可
能
な
緊
急
用
直
通
電
話

(c)

緊
急
事
態
に
係
る
サ
ー
ビ
ス

(d)

医
療
、
治
療
及
び
心
理
的
な
支
援

(e)

危
機
セ
ン
タ
ー
（
避
難
施
設
を
含
む
。
）

(f)

特
殊
警
察
部
隊
又
は
特
別
に
訓
練
さ
れ
た
公
務
員
に
よ
る
被
害
者
の
支
援

(g)
条
約
第
十
条

に
規
定
す
る
家
庭
内
暴
力
が
仕
事
の
世
界
に
及
ぼ
す
影
響
を
緩
和
す
る
た
め
の
適
当
な
措
置
に
は
、
次
の

18

(f)

事
項
を
含
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

家
庭
内
暴
力
の
被
害
者
の
た
め
の
休
暇

(a)

家
庭
内
暴
力
の
被
害
者
の
た
め
の
柔
軟
な
就
業
形
態
及
び
保
護

(b)

適
当
な
場
合
に
は
、
家
庭
内
暴
力
の
被
害
者
の
解
雇
（
家
庭
内
暴
力
及
び
そ
の
結
果
と
は
関
連
し
な
い
理
由
に
よ
る
解

(c)
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雇
を
除
く
。
）
か
ら
の
一
時
的
な
保
護

職
場
の
危
険
性
の
評
価
に
家
庭
内
暴
力
を
含
め
る
こ
と
。

(d)

家
庭
内
暴
力
の
公
的
な
緩
和
の
た
め
の
措
置
が
存
在
す
る
場
合
に
は
、
当
該
措
置
を
紹
介
す
る
制
度

(e)

家
庭
内
暴
力
の
影
響
に
つ
い
て
の
啓
発

(f)
仕
事
の
世
界
に
お
け
る
暴
力
及
び
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
加
害
者
は
、
適
当
な
場
合
に
は
、
暴
力
及
び
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
再
発

19
を
防
止
し
、
及
び
自
己
の
業
務
へ
の
復
帰
を
容
易
に
す
る
た
め
、
適
当
な
場
合
に
は
、
責
任
を
負
う
べ
き
で
あ
り
、
ま
た
、

カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
そ
の
他
の
措
置
の
提
供
を
受
け
る
べ
き
で
あ
る
。

労
働
監
督
官
及
び
他
の
権
限
の
あ
る
当
局
の
職
員
は
、
適
当
な
場
合
に
は
、
仕
事
の
世
界
に
お
け
る
暴
力
及
び
ハ
ラ
ス
メ

20
ン
ト
（
心
理
社
会
的
な
有
害
性
及
び
危
険
性
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
に
基
づ
く
暴
力
及
び
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
並
び
に
特
定
の
労
働
者
の

集
団
に
対
す
る
差
別
を
含
む
。
）
を
特
定
し
、
こ
れ
ら
に
対
処
す
る
た
め
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
に
配
慮
し
た
訓
練
を
受
け
る
べ
き

で
あ
る
。

労
働
監
督
、
職
業
上
の
安
全
及
び
健
康
並
び
に
平
等
及
び
無
差
別
（
ジ
ェ
ン
ダ
ー
の
平
等
を
含
む
。
）
に
つ
い
て
責
任
を

21
有
す
る
国
内
機
関
の
任
務
は
、
仕
事
の
世
界
に
お
け
る
暴
力
及
び
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
を
対
象
と
す
べ
き
で
あ
る
。
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加
盟
国
は
、
仕
事
の
世
界
に
お
け
る
暴
力
及
び
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
に
関
す
る
統
計
（
条
約
第
六
条
に
規
定
す
る
集
団
に
関
す

22
る
も
の
を
含
む
。
）
で
あ
っ
て
性
、
暴
力
及
び
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
形
態
並
び
に
経
済
活
動
の
分
野
に
よ
っ
て
分
類
さ
れ
た
も

の
を
収
集
し
、
公
表
す
る
よ
う
努
め
る
べ
き
で
あ
る
。

Ⅳ

指
針
、
訓
練
及
び
啓
発

加
盟
国
は
、
適
当
な
場
合
に
は
、
次
の
事
項
に
つ
い
て
、
出
資
し
、
策
定
し
、
実
施
し
、
及
び
普
及
さ
せ
る
べ
き
で
あ

23
る
。

仕
事
の
世
界
に
お
け
る
暴
力
及
び
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
可
能
性
を
高
め
る
要
因
（
差
別
、
力
関
係
の
濫
用
並
び
に
ジ
ェ
ン

(a)
ダ
ー
、
文
化
及
び
社
会
の
規
範
で
あ
っ
て
暴
力
及
び
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
を
助
長
す
る
も
の
を
含
む
。
）
に
対
処
す
る
こ
と
を

目
的
と
し
た
計
画

仕
事
の
世
界
に
お
け
る
暴
力
及
び
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
に
関
す
る
任
務
を
遂
行
す
る
に
当
た
り
、
裁
判
官
、
労
働
監
督
官
、

(b)
警
察
官
、
検
察
官
そ
の
他
の
公
務
員
を
支
援
す
る
た
め
、
並
び
に
仕
事
の
世
界
に
お
け
る
暴
力
及
び
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
を
防

止
し
、
及
び
こ
れ
ら
に
対
処
す
る
に
当
た
り
、
公
の
及
び
民
間
の
使
用
者
及
び
労
働
者
並
び
に
使
用
者
団
体
及
び
労
働
者

団
体
を
支
援
す
る
た
め
の
ジ
ェ
ン
ダ
ー
に
配
慮
し
た
指
針
及
び
訓
練
計
画
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仕
事
の
世
界
に
お
け
る
暴
力
及
び
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
に
関
す
る
一
般
的
な
又
は
分
野
別
の
模
範
と
な
る
実
施
基
準
並
び
に

(c)
危
険
性
の
評
価
手
段
で
あ
っ
て
、
労
働
者
そ
の
他
の
条
約
第
六
条
に
規
定
す
る
集
団
に
属
す
る
者
の
特
定
の
状
況
を
考
慮

し
た
も
の

暴
力
及
び
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
（
特
に
ジ
ェ
ン
ダ
ー
に
基
づ
く
暴
力
及
び
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
）
が
容
認
で
き
な
い
も
の
で
あ
る

(d)
こ
と
を
伝
達
し
、
差
別
的
な
態
度
に
対
処
し
、
並
び
に
被
害
者
、
申
立
て
を
行
っ
た
者
、
証
人
及
び
内
部
告
発
者
を
非
難

す
る
こ
と
を
防
止
す
る
自
国
の
様
々
な
言
語
（
自
国
に
居
住
す
る
移
民
労
働
者
の
言
語
を
含
む
。
）
に
よ
る
公
衆
へ
の
啓

発
活
動

暴
力
及
び
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
（
ジ
ェ
ン
ダ
ー
に
基
づ
く
暴
力
及
び
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
を
含
む
。
）
に
関
す
る
ジ
ェ
ン
ダ
ー
に

(e)
配
慮
し
た
教
育
課
程
及
び
解
説
資
料
で
あ
っ
て
、
国
内
の
法
令
及
び
状
況
に
従
っ
た
教
育
及
び
職
業
訓
練
の
全
て
の
段
階

に
お
け
る
も
の

報
道
関
係
者
そ
の
他
の
媒
体
関
係
者
に
向
け
た
ジ
ェ
ン
ダ
ー
に
基
づ
く
暴
力
及
び
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
（
根
本
原
因
及
び
危

(f)
険
要
因
を
含
む
。
）
に
関
す
る
資
料
で
あ
っ
て
、
媒
体
関
係
者
の
独
立
性
及
び
表
現
の
自
由
を
十
分
に
尊
重
し
て
い
る
も

の
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暴
力
及
び
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
な
い
安
全
で
、
健
康
な
及
び
調
和
の
取
れ
た
職
場
の
醸
成
を
目
的
と
し
た
公
の
取
組

(g)以
上
は
、
国
際
労
働
機
関
の
総
会
が
、
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
で
開
催
さ
れ
て
二
千
十
九
年
六
月
二
十
一
日
に
閉
会
を
宣
言
さ
れ
た
そ

の
第
百
八
回
会
期
に
お
い
て
、
正
当
に
採
択
し
た
勧
告
の
真
正
な
本
文
で
あ
る
。

以
上
の
証
拠
と
し
て
、
我
々
は
、
二
千
十
九
年
六
月
二
十
一
日
に
署
名
し
た
。

総
会
議
長

ジ
ャ
ン
＝
ジ
ャ
ッ
ク
・
エ
ル
ミ
ジ
ェ

国
際
労
働
事
務
局
長

ガ
イ
・
ラ
イ
ダ
ー


